
（単位　円）

金　　額 金　　額

【流　動　資　産】 【流　動　負　債】

普通預金 135,518,705 未払金 771,110

有価証券（その他） 4,829,659 未払賞与 6,947,151

貯蔵品 6,670 未払費用 1,021,209

未収収益（その他） 92,812 未払消費税 4,778,335

未払法人税等 362,500

預り金 237,216

前受収益 92,874,738

流動資産合計 140,447,846 流動負債合計 106,992,259

【固　定　資　産】

（有形固定資産） 106,992,259

器具備品 483,334

有形固定資産合計 483,334

（無形固定資産） 金　　額

ソフトウェア 495,575 【株　主　資　本】

無形固定資産合計 495,575 資本金 100,000,000

（投資その他の資産） 【利益剰余金】

関係会社株式 3,990,000 （その他利益剰余金） （　　　 　△40,743,831）

繰延税金資産（固定） 20,831,673 繰越利益剰余金 △ 40,743,831

投資その他の資産合計 24,821,673 利益剰余金合計 △ 40,743,831

固定資産合計 25,800,582 株主資本合計 59,256,169

59,256,169

166,248,428 166,248,428

 

純　資　産　合　計

資　　産　　合　　計 負 債 及 び 純 資 産 合 計

科　　　目 科　　　目

科　　　目

純資産の部

第2期　決算公告

負　　債　　合　　計

 貸借対照表

（2022年3月31日現在）

　　　　    奈良市橋本町16番地

南都キャピタルパートナーズ株式会社

代表取締役　堺　敦行

資産の部 負債の部



個別注記表 

自 2021 年 4 月 1 日   至 2022 年 3 月 31 日 

 

１．この計算書類は、中小企業の会計に関する指針によって作成しています。 

 

２．重要な会計方針 

 （１）資産の評価基準及び評価方法 

  ①市場性のある有価証券 

   決算日の最終の価格等 

  ②市場性のない有価証券 

   直近のファイナンス価格。ただし、評価減とする場合は、評価時点で受け取れると合 

理的に期待できる金額（回収可能額）と直近ファイナンス価格とを比較していずれか 

低い金額。 

なお、一部の市場性のない有価証券の回収可能価額の見積りについては、下記の区分 

に応じた簡便的な方法によっております。 

ランク 状 況 評価額 

A 投資の短期的な状況について懸念がある場合 取得価額の 75％ 

B 投資の長期的な状況について懸念がある場合 取得価額の 50％ 

C 
業績回復のため梃入れしなければ投資原価が回収

できないと懸念される場合 
取得価額の 25％ 

D 投資原価が回収される見込みがなくなった場合 備忘価額 

 （２）固定資産の減価償却の方法 

  ①有形固定資産 

   定率法を採用しています。 

  ②無形固定資産 

   定額法を採用しています。 

 

３．貸借対照表に関する注記 

  有形固定資産の減価償却累計額 406,666 円 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

 （１）当該事業年度の末日における発行済株式の数 2,000 株 

 （２）当該事業年度の末日における自己株式の数    0 株 

 


